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要 旨

8000シリーズとは完全なファミリー･コンセプトに基づいて構成された8100,8200,8300,8400,8500,

の5機種をいう｡これをささえるソフトウェア･システムもこれら機種間のコソパティビリイチイを基氏とし

て,それぞれの機種のハードウェア能力を最大限に発揮し,使いやすく,使用効率をあげるよう計画されてい

る｡8100システムについては画期的といわれるPOP(Problem OrientedProgram)をはじめ,コントロー

ル･プログラムを中心とするソフトウェア･システムについて述べる｡8200システムでは経済的なバッチ･プ

ロセッサとしての,各種システム･プログラムを紹介する｡8300,8400,8500システムのソフトウェアについ

てはオペレーテイング･システムの4段階(POS,TOS/TDOS,DOS)を中心にして,その全貌について述べ

るとともに,各種のランゲージ･プロセッサ,サービス･ルーチソ,ユーティリイティーについて既成する｡

1.緒 口

HITAC8000シリーズは第3世代のコンピュータ･システムとし

て発表されたものである｡これはハードウェアにおけるあらゆる新

技術に呼応してこれらによって得られる利点をあますところなく駆

使しての設計がなされている｡HITAC8000シリーズは5種類の処

理装置から構成されるファミリー･システムであり,シリーズ全体

を通じてのプログラムおよびデータの互換性はもとより,それぞ

れの機種の特長を十分発揮するソフトウェア･システムが用意され

ている｡8100ではコントロール･システムを中心とする完全なディ

スク･オリエンテッド･システムであることに加えて,画期的な

POP(Problem Oriented Program)システムがその一貫した構想

である｡8200ではCOBOL,FORTRANなどのコンパイラをはじ

め,多彩なユーティリティ群からなるプログラム･システムを構成

し,あくまでも使いやすい経済性のあるシステムとしている｡8300/

8400/8500においてほ本格的で,かつコスト･パフォーマンスを十

分考慮した,アップワード･コンパティビリティを有する4種類の

オペレーテイング･システムを用意している｡これによって自由に

オペレーティング･システムを選択したり,移行することが可能と

なるのみならず,HITAC4010システムで打ち出されたファンクシ

ョナル･モジュラリティの概念をさらに推し進め,HITAC5020ソ

フトウェア開発での経験をあますところなく活用している｡以上

により,あらゆる種煩のアプリケーショソを効率的に運用すること

ができ,トータル･マネージメソト･インフォーメーショソ･シス

テムの実現が可能となった｡

2.H汀ÅC8100ソフトウエア･システム

2.1概 要

HITAC8100ソフトウェア･システムの特長は,次の4点にまと

められる｡すなわち

(1)ディスク･オリエンテッド･システム

(2)コントロール･プログラムを中心とするコンパクトなオペ

レーティング･システムの構成

(3)豊富なプログラム言語

(4)強力なサービス･ルーチソ

などである｡

コントロール･プログラムはオペレーテイ ソグ･システムを構成

するルーチソやユーザ･プログラムの実行を制御し,割込処理,プ

日立製作所神奈川工場

r■㌻嘩

タイrノライタ

0-

ア ナ7■′ラナノ

1詔〉図1 インライン処理における即時処理

巨二:∃

人力タイプ
ライタ

プノ

タイプ

ライタ

匝∃

電丁･.汁馴発

/ 出 ノJ

7′

ク

+
7
ヒ丈

川
咋
鮮
ハ
新

tノ

｢∴-′-■
一ノ

1】二てユノtブイ

ライタ

売上伝票

匡司 匡二∃ [亘⊂司

図2 日常事務処理とインライソ処理の関係

ログラムのローディソグ,入出力操作およびエラー回復,リラン･

リスタート,ラン･ツー･ランの機能を持っている｡プログラム言

語としてはCOBOL,FORTRANコンパイラ,リポート･プログラ

ム･ジェネレータ,アセソブリ･システムおよぴPOPシステムが

ある｡サービス･ルーチソにほ磁気ディスク･ソート･マージ,磁

気テープ･ソート･マージ,プログラム･デバッグ用′レーチソ,シ

ステムの保守･整備用ルーチソが用意されている｡ここでPOPシ

ステムは一応プログラム言語翻訳ルーチソのカテゴリに含めてある

が,単なるプログラム言語翻訳ルーチソでほなく,後述するように

インライン処理を強力に支持するためのシステムであることに注意

する必要がある｡

2.2 POPシステム

POPシステムは8000シリーズの最小機種である8100システム

のために開発されたソフトウェアであり,8100の最大需要層が中小

企業であろうという予想に基づいて,その日常業務の定型化に主目

的を置き,インライン処理システムを確立したものである｡POPシ

ステムはこのインライン処理システムを強力に支持するソフトウェ
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ソ フ ト ウ

アであり,諸伝票の即時作成と関連するファイ′しの一括

更新業務に対して適用されるものである｡=,すなわち,あ

る事象の発生と同時にその旨を知らせる伝票を入力タイ

プライタで作成すると,この情事郎こよって関連するフー7

イルの更新をl‾朋台する.｡これは従火のバッチ処児でほ,

別ランで行な譲っれることになるが,POI-)によるインライ
:シ ナーー

Lテ,ケ

ソ処押では,ソート･ランの必要はなく,ただ一つのラン

で実行される｡さらに必要な諮伝濯が即=寺に作成され,

ファイルが常に更新されているから,随時統計ノミを作成

することができる･二.つまり時間のズレを解決し,2主副痕

描の欠点を除去することができる､こ

POPシステムはまず全産業に共通な要素を一般的またほ抽象的

な形で抽出し,これに個々の産業の特粋性を加味して,インライン

処理を行なうことを最大のH的としている｡したがってPOPシステ

ムは従来のバッチ･システムとほ異なったアプローチをとるデータ

処理システムの形態としては撼し,ソフトウェアとしてどのように

サポートすべきかを追求し,これを実現したものである｡

POPシステムによってインライン処理を実行させる場合,帖票･

帳滞定義表や作業定義表があらかじめ印刷されたシートに項目をパ

ラメトリックに記入するだけでよい｡これによってPOPジェネレ

ータはインライン処理プログラムを作成し,POP実行システムがこ

れを実行する｡POPシステム中にはPOPイニシェ一夕,POPオー

プナー,POPテスタなどのルーチソが用意され,ユーザーの処理の

テスト,実行が字子揚に行なえるよう考慮が払われている｡

3.HITA⊂8200ソフトウェア･システム

HrrAC8200ソフトウェ7｡システムは磁気テープ･ペースのシ

ークェンシヤルな業務のスケジューリングによる効率のよい適用を

Ft的として設計され,これにモジュラー･プログラムの概念が加え

られる｡一つのジョブほいくつかに分割され,プログラミングを容

易にするとともに,ある一つの単位に変更があった場合にも,その

単位だけの修正にとどめることができるという,きわめて融通性に

宵んだ構成となっている.｡また8200のソフトウェア･システムには

且巨行処理(Co-Sharing)の棟籠があF),2個の入出力ルーチソを時

分割で行なうことができ,さらにこれらのルーチンにユーザーのオ

ウン･コードを組込むことができるし.この機能によって,ユーザ･

ジョブの前後処理の時間が著しく短新される｡

ソフトウエア･システムを構成するものとして,COBOL,FORT-

RAN,RPGおよびアセンブリ･システムからなる豊富なランゲー

ジ･プロセッサ,入出力操作を標準の手続きで行ない,エラーのチ

ェックやその回復を行なうIOCS,磁気テープ･ファイルの分煩,

併合を行なうソート･マージ･ジェネレータ,ジョブの連続運転を

制御するローダ･システム,プログラム･ライブラリの作風 更新

および保守のためのシステム･ライブラリ･メインテナンス･ルー

チン,入出力データ変換ルーチン,診断用′L-チンからなるサービ

ス●ルーナン,さらには8200のシングル･チャネル通信制御装置を

介して他のHITAC8000シリーズとのデータ伝送を7fなうプログラ

ム･パッケージであるCOMPAKなどが用意されている.｡

4,H汀ÅC8300/8400/8500ソフトウェア･システム

HITAC8300/8400/8500には小規模なオペレーティング･システ

ムから最大装脈のオペレーティング･システムまでの4レ/くルが用

意されており,システムの規模に応じてそれらを自由に選択するこ

とができる｡またシステムの拡張に応じて各オペレーティング･シ

ステム間のコンパティビリティを刺した移行をスムーズに行なうこ

とができる｡これらのオペレーテイング･システムほ十分に一般性
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図3 POS の 構 成

を備えており,どのような適用にも応ずることができる｡これらの

オペレーティ ング･システムには

(1)プライマリ･オペレーテイング･システム(POS)

(2)テープ･オペレーテイング･システム(TOS)

(3)テープ･ディスク･オペレーテイング･システム(′rDOS)

(4)ディスク･オペレーティング･システム(DOS)

がある｡

4･1プライマリ･オペレーティング･システム(POS)

プライマリ･オペレーテイング･システムはカードを主体とした

システムあるいは磁気テープが比較的少ないシステムによって使用

され,オペレーションの煩雑さを軽減するように設計されている′､

コントロール･システムのスーパバイザ,ジョブ･コントロール,

ローダはオペレーティング･システムの去与本的な役プ礼 すなわーら渕

込の解析やその処塀,ジョブの開始およぴラン･ツー･ラン,人柑

力装置の割当てあるいほプログラムのロードを行なうものである､

またファイル･コントロー′レ･プロセッサは標準化されたファイル

およびこれに関連する入出力操作を行なうルーチソであり,ユーザ

ーは簡単なマクロ命令によってファイルの作成,更新,管理を標準

化された手続きiこよって行なうことができる｡さらiエペェリフェラ

ル･コントロール･プログラムの制御のもとに,3個の入=カジョ

ブを時分割に実行させることができる｡ランゲージ･プロセッサと

してほCOBOL,FORTRAN,リポート･プログラム･ジェネレー

タ,アセンブリ･システムを用意しているこ､ユーティリティ･シ

ステムとしてほ磁気テープ･ソート･マージ,ライブラリ･メイン

テナンス･ルーチソ,ペリフェラ′レ･ルーチ/,プログラム･デバ

ッグ用ルーチソなどの多彩なルーチソ群が用意されている｡

POSによってシステムを運用するときの最小機器構成としてほ

16Kバイトの処理装置,磁完テープ4本,カード読取機,カード･

せん孔機,コンソール･タイプライタおよびラインプリンタをそれ

ぞれ1台ずつを必要とする｡またカード･せんイL機は通常,ユーザ

ーのプログラムを作成する際に必要となるが,カード･せん孔機を必

要としないアプリケーションでは,これを磁気テープで代用するこ

とによって,システムの運用を図ることもできる｡プライマリ･オペ

レーティング･システムの全構成要素を示したものが,図3である｡

4･2 テープ･オペレーティング･システム(TOS)

テープ･オペレーティング･システムはテープ･オリエンテッド

なマルチプログラミング･システムであり,広範用の用途に対して

最も効果的な処理を行なうよう設計されている｡

TOSほ3種類のプログラム･グループから構成されている｡すな
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図4 TOSエグゼクティブ･システム

わちプロセッサを中心としたシステムの総糾付な制御および管理と

ジョブのスケジューリング,データの管理を行なうコントロール･

システム,プログラムの準備作成のための強力なランゲージ･プロ

セッサおよびライブラリ･メインテナンス･ルーチソ,ユーザーの

業務に血結したユーティリティ･システムなどである｡

コントロール･システムのエグゼクティブほてルチプログラミン

グを前提としたコア･メモリの`割当て,プログラムのロード,メモ

リ･プロテクショソの機能,プライオリティ･ベースの入出力スケ

ジューリングおよびプログラムの切換え,オペレータとのコミュニ

ケーショソなど,つねに実効パフォーマンスを最大にするようなス

ケジューリングを行なうことである｡これらの機能によってユー

ザ･プログラムはもちろん,TOSを構成する他のシステム･プログ

ラムもプロセッサの有効括用,入出力のスケジューリングなどに煩

らわされることなく,プログラムを作成し,これを実行することが

できる｡

モニタほエグゼクティブの枚能を土子～として,これにユーザー･ジ

ョブのスケジューリング,つまりラン･ツー･ランに必要なコア･

メモリ,ジョブ･プライ小ノテイ,プロテクション･キーの引き継

ぎや更新,あるいはデータ･ファイルのロジカルな引き継ぎヤプロ

テクションに関する制御を行なう.こ.モニタは与えられたジョブ･ス

トリーム･パラメータによって,ジョブ･ステップを連続的に処理

するダイナミックな機能を有しており,これによってジョブのスケ

ジューリングおよびそれらの実行に際してのオペレータの介入を最

少にとどめることができる｡

ファイル･コントロー′し･プロセヅサ(FCP)ほ,ユーザーの定義

するロジカル･ファイルを指)呈したアクセス方法によってリトリー

ブし,ファイルが割り当てられている外部記憶装置のコントロール

方式にとらわれることなく,ロジカル･ファイル/レコードのレベ

ルで取り扱うことができる｡また磁気テープをベースとした,デ/ミ

イス･インデペソデンスの概念が揺り入れられており,入出力機器

とファイルの割当ては,システムの運用状況に応じたダイナミック

なアサイソメソトが石†能となる｡またFCPにはデータ･カタロギ

ングの統制,エラー回復およびそのアカウンティングによるシステ

ムへのフィード･/ミックをも容易に行なうことができる｡

ラソゲージ･プロセッサは各種アプリケーション･タイプの要求

に最も適応するいくつかのランゲージ･システムを完脂している｡

これらのランゲージ･システムには英文をプログラム言語の基本と

したCOBOL,科学技術計算に強力なFORTRANmT,帖票作成を主

目的としたリポート･プログラム･ジェネレータ(RPG)およぴマシ

ン･オリエンテッドなシンボリック･プログラミソグ･システムで

クー一三‾†

ク ‾ラム ユJ

+あるアセソブリ･システムがある｡

COBOLコンパイラはソートおよぴリポー

ト･ライタのエレクティブ･ポーショソほも

らノ)ん,エクステンデッド･フィーチャとして

コード変換などの新しい機能を備えたDOD-

65エクステンデッドであり,これにASAの

方式を揺F)入れた臆桝のコンパイラとなって

いるノ.

FORTRANl＼7はダブル･プレシジョン,

コンプレック･エクスプレッションの機能に

加え,ダイレクト･アクセス装置を含むデー

タの取扱いカ＼フフ,イ′レ･コントロール･プ

ロセ､ソサ･･二FCP)と同等の機能が発押できるよ

う,ランゲージが拡張されたコンパイラであ

る｡

リポート･プログラム･ジェネレータ(RPG)

は,従来のような帖票作成のためのプログラム･シェネレータであ

ることのわく内にとどまらず,帖票作成までの過程に必要な付加的

業務,たとえばファイルの更新,維持が帖票作成以前にあるいはそ

れと同時に,容易に行なえるようなランゲージ休系に立った設計が

なされている｡すなわちRPGとは,最終的には帖票作成に主目的

を匿いてはいるれ この過程においての煩雑な処理内容をも,容易

に吸収し,これを遂行するためのプログラム･ジェネレータである

ということができる｡

シンボリック･プロダラミノダ･システムであるアセンブリ･シ

ステムはマシン･オリエンテッドであると前述したが,これには敏

力なマクロ命令が準肺されており,またユーザーの定義するマクロ

も容易に組み込むことができるよう設計されている｡アセンブリ･

システムはすべてのシステム･プログラムの基本であり,顕著な融通

性に富んでいる｡ノまたファンクショナル･モジュラリティの概念の第

一歩となるプログラムの分割および結び合わせも特に容易となる｡

これらのランゲージ･プロセッサの出力は,すべて同一フォーマ

ットに統一されており,各ランゲージの出力を適宜結合して1個の

アプリケーションを形成することができる｡またこれらほコンパイ

ル時の効率ほもとより,オブジェクト実行時の効率向上を最終目標

とした設計方針に立っている｡

ユティリテイ･システムのソート･マージ･ジェネレータは磁気

テープを使用して,ポリフェーズ･マージ･ソート･テクニックを

駆使したジェネレータ･タイプのパッケージであり,ユーザーの与

える情報に従って,つねに最も効率のよい,ソーティング･ジョ7

を作成する｡またユーザ･オウン･コードのタイプとして,ラベル

処理,レコード処理など20種煩を容易に絶品込むことができる｡

またダイアグノスティック･ルーチンはプログラム･デバッグ時

あるいはシステムのチェックに役立てるものであるが,これらはプ

ログラムの作成から連用の手助けとなると同時に,その効率を向上

させることができる｡特にAIDS(AutomaticIntegrated Debug-

gingSystem=土プログラマがオフサイトにテスト結果を得ること

ができるオートマテイツタ･テスト･モードと,プログラマが実際

にコンソールを使用してテストを行なうコンソール･コントロール･

テスいモードによって,プログラム･テストに要する時間を最少

にすることができる｡

さらにすべての入出力装置間のデータの転写を行なうペリフェラ

ル･ルーチン,ファンクショナル･モジュラリティを具体的に実現

するリンケージ･エディタおよびライブラリ･メインテナンス･ル

ーチン,ユーザーのシステムを構成の規模に令わせて作成するシス

テム･ジェネレータなどがある｡
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図6 TDOSMCP/コミュニケーショソ･プログラムの栴成

ユーティリティ･システムは各ルーチン内で機皆詩の耳換性を石し

ており,融通性に富んだ機器の割当てを行ない,広範囲にシステム

の運用を計る｡TOSによってシステムを運用するときの所要最小機

器構成としては,65Kバイトの処理装置,磁気テープ5本,カード

読取磯,ラインプリンタ,コンソール･タイプライタをそれぞれ1

台ずつ必要とする｡

テープ･オペレーテイソグ･システムの全構成要素を示したもの

が,図5である｡

ん3 テープ･ディスク･オペレーティング･システム(TDOS)

テープ･ディスク･オペレーテイング･システム(TDOS)はラン

ダム･アクセス･ベースのマルチプロダラミソグおよびリアルタイ

ムの広範閃の用途に対して適用できるオペレーテイング･システム

である｡TDOSはプログラムおよびシステム･ライブラリを磁気デ

ィスクあるいは磁気ドラムにストアし,ランダム･アクセス･ベー

スのサーチを行なうことにより,システムのパフォーマンスを増大

させるのみならず,りアル･タイム･オリエンテッドなタイム･ク

ロックの制御,マルチ･プロセッサ･コンプレックスのためのダイ

イ‾)>ク/7､千丁 ノ?

-｢--‾7･エT r

▲了㌻花了訂ニマ了丁ラ｢･
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÷1卜･子-一夕･シ工手レーー9

‾T/己▼千古‾∴千丁;‾テ｢与‾三■テ

スナップ･ショット

レクト･コントロールおよびDXCのサポー

ト 同一プロセッサ内で動作しているプログ

ラム旧卜ごのランダム･アクセス･ファイ′しの

シェアなど,エグゼクティブの機能が威プJに

拡大されている.､､さらにエグゼクティブのエ

レメントとして,コミュニケーショソ･イン

タラプト･7ナりシス(CIA)をシステム･ジ

ェネレーション帖に付加することにより,後

述のマ′レチチャネ′レ･コミュニケーション･

プログラム(MCP)と密接な連絡をとF)なが

にJ通信制御装置および油†ri[山線を介した彷稚

端末をコントロー′しして,すンライン･リア

ルタイムの崇富なアプリケーションを`一別出す

ることができる｡

ランゲージ･プロセ､リサはTOSのそれら

がすべてランダム･アクセス装置に苔杭され

たライブラリを活用する｡またユーティリテ

ィ･システムには磁気テープから磁気ディス

クあるいは磁気ドラムにライブラリを転写するライブラリ･トラン

スクライ/ミが加えられるとともにAIDSやテスト･データ･ジェネ

レータなどがランダム･アクセス･オリエンテッドに拡大される.}

TDOSマルチナヤネ′レ･コミュニケーショソ･プログラム(MCP)

は一般的でかつんE用範州の広いコミュニケーショソJllのソフトウェ

アである｡ユーザーはMCPを使用してメッセージ･スイッチング,

問合せ応答(Inquiry/Response),データ収集/分配などの幅Iムい業

務を子Jなうことができる｡MCPほ端末機器とユーザ･プログラム

およびエグゼクティブのインターフェースとなF),さらに端末特有

のコントロール方式をほじめ,業務に即応したメッセージの処刊1手

順までを行なう枚能を有したジェネレータ･タイプのパッケージで

ある｡ユーザーはこれによって,メッセージ処理に対する指示のみ

に主要な努力を払えばよい〔)MCPはマ′レチプログラミソグ制御下

での最高のプライオリティを持ち,コミュニケーション･ユーザ･

プログラム(CUP)が次に高いプライオリティを括って,互いに時分

割に動作する｡すなわちMCPとCUPとはお互いの分担タスクによ

るイベント･シンクロナイゼーションを行なって,コミュニケーシ

ョソ･プロセスを遂行する｡MCPの代表的な機能としては:

(1) メッセージの送受信

(2) ポーリング/セレクティブ･コーリング

(3) メッセージのプライオリティ処理

(4) ダイナミック/デディケイテッド･バッファリング

(5) メッセージ･ストアリング/キューイソグ

(6) ロ ギ ン グ

(7) コード･トラソスレーション

(8)インタセプト

(9)システム状態の制御/エラー処釈

などである｡

TDOSによってシステムを運梢するために必要な最小機器構成は

65Kバイトのプロセヅサ,磁気ディスクあるいは磁気ドラム1台,

磁気テープ3本,カード読取枚,ライソブリンタおよびコンソール･

タイプライタがそれぞれ1台ずつであるこ,TDOSの全構成費素を示

したものが,図7である｡

4.4 ディスク･オペレーティング･システム(DOS)

ディスク･オペレーティング･システムは完全に磁気ディスク･

オリエソテッドなオペレーテイング･システムであり,プログラム

の準備作成からテストおよぴその運用に至るまで,磁気ディスク･

ベースで遂行することができ,その機能はTOS/TDOSのそれをす
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べて含むことほもちろん,さらに磁気ディスク･ベースの運用に欠

くべからざる,いくつかの/くッケージをもっている｡

DOSエグゼクティブはディスクⅠ/0処理ルーチソをそのサブパ

ッケージとして,コア常駈エリアむこ持っており,ディスク上のデー

タを有効にかつ高速に処理することができ,ディスクのシリンダあ

るいはトラックのオーノミフローの手続を考慮する必要のないよう設

計されている｡また巾接シーク,サーチ読込みなどのコマンドを苦

く必要もなく,エグゼクティブおよびモニタのサブプロセッサがデ

ィスク上のスペース･マネージメソトを容易に最大活用することが

できる｡またディバイス･インデペンデ/スの機能として,すべて

の入出力装置に割当てられるべきファイルを--･時的に磁気ディスク

に割当て,ロジカルな処理を継続したり,あとで本来の機器にファ

イルをコンバートすることもできる()

DOSでほシステムおよびユーザ･プログラム,あるいは各種のシ

コンrローー■レ･フロクう∴

マルチ･‾/つロケラミシタハ F(二1J

ノ1テム･

ン⊥不し‾‾タ

ステム･ライブラリが磁気ディスクにたくわえられるのみならず,

システム･インプット,システム･アウトプット,さらにはモニタ･

サブプロセッサのワーク･ストレージとしても磁気ディスク上のエ

リアを割当てる.｡このようにモニタ･システム･デ/ミイスは完全に

ディスク･オリエンテッドの石臼域まで,そのコンセプトが拡張され,

プログラム準備作業やユーザーのジョブ･スケジューリングを磁包も

ディスク･ペースに行なうことができる｡

データ管理としてのファイル･コントロール･プロセッサ(FCP)

にほデータを順iこリトリーブするシークェンシヤル･アクセスおよ

びランダムにリトリーブするダイレクト･アクセス方法に加えて,

ランダム･アクセス生き置に特有なインデックス･シークェソシヤル･

データ･ファイルをリトリープするインデックス･シークェンシヤ

ル･アクセス方法が準備されている.｡
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システムとしてほTOS/TDOSのそれに,完全

にディスグをワーク･ストレージとして有効

に利用した強力なディスク･ソート･マージ･

ジェネレータを加えて,ディスク･ベースの

ユーザ･アプリケーショソの運用に直結した

サービスを行なうことができる｡このほか,ラ

ンゲージ･プロセッサ,ライブラリ･メイン

テナソス･ルーチソ,ダイアグリスティック･

ルーチソもそれらの入王什力およびワーク･ス

トレージにディスクを効用するよう,コント

ロール･システムの各種機能と相まって,完

全なオペレーテイング･システムを形成して

いる｡

DOSを用いてシステムの運用を計るとき

に必要な最小楼器構成は65Kバイトのプロセ

ッサ,磁気ディスク1台(システム･ジェネ

レーション時にほディスクがもう1台必要と

なる),カード読取機,ラインプリンタ,およ

びコンソール･タイプライタがそれぞれ1台

である｡
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DOSの仝枯成要素をホしたものが図9である.二.

5.結 口

HITAC8000シリーズのソフトウェア･システムの韮本杓設計方

針と機能の機密についてj心べた.′_Jノ川,800nシリーズはこれらの多

彩なソフトウェア･システムを擁して,爪先なIif場爪動を行･ない,

かなりの成果を収めてほいるれ ソフトウエア･システムの.詐仙こ

よって,システム全体の仙他が止められるといっても過言でほない｡

現在,その設計方式における飛躍的な向上はもとよF),生産性の向

_t二をそのインプリメンテーション段隅において急速に発展させるこ
とを1l‾卜の急務と考えているLl

登録実用新案第798667号

今後に残された｢Hj越としては,各種ソフトウェアの去⊆本的設計技

術の高度な発展のみならず,ユーザーの真の要求をくまなく消化し,

実質的なコスト･パフォーマンスとトータル･ス′レープット向上を

最終口約としたソフトウエア,さらに高度なオープン･エンデッド

なオペレーーティソグ･システムへの発展,あるいほタイム･シェア

リング･システムのFJほ発とその活用に過進しなけれほならないこと

を嫡感している｡

最後にいろいろご指導を賜わった先輩諸氏に厚くお礼申し上げる

とともに,多数の読老諸兄の忌悼なきご批判を仰ぎたいと存ずる次

第である｡

新 案 の 紹 介

ブレーキを備えた弁の油圧開閉制御装置

この考案ほ圧油紙5と弁閑｢芽‖丁川二仙一切換弁3とを辿結する址納供

統管4,4′の途中にブレーキ制御用陀～山切換介9とフナレーキ制御柵

筒8とをl行列に配置し,切換介9が任帥を苛通Lている場令にほブ

レーキ制御油筒8がブレーキ7をゆるめ,その制御仙筒8がブレー

キゆるめ状態にある場介に限り介開閉用圧仙切換弁3iこ正嫡が伏約

されるようにしたものである｡

図示の状態でほプレーヤ7はゆるめられ,スピンドル6は日由に

上下できる状態にあるから,制御用電磁ん10の操作によりパイロ

ットバルブ11を上‾Fすることによって弁1ほ閉鎖されあるいは開
放される｡

ブレーキ7を締めようとするときは切換介9の電磁TH2を付勢

する｡すると/くイロットノニルブ13の下行によりブレーキ制御州筒

8の州宝14は圧仙管4から排油管15に切り換えられ,帥筒8のヒ

ストソ16ほバネ17の弾力によりイイ行し,通帥孔18を閉塞するこ

とによって弁開閉用圧抽切換介3への圧州の遵通をしゃ断し,ピス

トン16は同時にレバー19を回勤してブレーキ7を締めスピンドル

6を保持する｡

この考案によれば,ブレーキをかけたままで油圧サーボの力でス

ピンドルを動かしたり,スピンドルが-rF動中にブレーキをかけたり

する誤動作を確実に防止することができる｡ (野村)
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